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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

　当社は、平成28年３月期第２四半期決算手続において、営業取引の一部に不明瞭な取引（以下、「本件販売取引」と

いう）が発覚し、当社と利害関係者を有しない社外の専門家で構成される第三者委員会を設置し、調査を行い、平成27

年12月７日付で第三者委員会からの調査報告書を受領いたしました。

　当該第三者委員会による調査の結果判明した本件販売取引について、架空取引による不適切な売上高及び仕入高の計

上が行われていた事実が判明したことから、対象となった売上高（70百万円）及び売上原価（60百万円）を相殺し、相

殺後の利益金額については、営業外収益の循環取引等差益として計上する等の修正を行っています。

　当該決算修正により、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、平成26年11月14日に提出した第60期第

２四半期（自　平成26年６月１日　至　平成26年９月30日）の四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期財務諸表につきましては、有限責任監査法人トーマツの四半期レビューを受け、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

　

　

２ 【訂正事項】

 

　第一部　企業情報

　　第１　企業の概況

　　　１　主要な経営指標等の推移

　　第２　事業の状況

　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　第４　経理の状況

　　　２　監査証明について

　　　１　四半期財務諸表

　　　（１）四半期貸借対照表

　　　（２）四半期損益計算書

　　　（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

　　　【注記事項】

　　　　(セグメント情報等)

　　　　(１株当たり情報)

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

EDINET提出書類

カワセコンピュータサプライ株式会社(E02459)

訂正四半期報告書

 2/20



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第59期

第２四半期累計期間
第60期

第２四半期累計期間
第59期

会計期間
自 平成25年 ４月１日
至 平成25年 ９月30日

自 平成26年 ４月１日
至 平成26年 ９月30日

自 平成25年 ４月１日
至 平成26年 ３月31日

売上高 (千円) 1,459,329 1,612,944 2,974,012

経常利益又は経常損失（△） (千円) △25,843 40,032 △35,245

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失（△）

(千円) △46,571 31,299 △60,977

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,226,650 1,226,650 1,226,650

発行済株式総数 (株) 5,160,000 5,160,000 5,160,000

純資産額 (千円) 3,453,191 3,413,242 3,429,918

総資産額 (千円) 4,449,627 4,413,060 4,512,429

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額
（△）

(円) △9.68 6.55 △12.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 77.6 77.3 76.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 79,155 55,520 118,792

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △25,949 △97,465 △82,208

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △56,177 △126,456 △82,484

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,870,260 1,661,263 1,829,483
 

 

回次
第59期

第２四半期
会計期間

第60期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △15.4 △3.92
 

(注)　１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等の推移については記載しておりませ

ん。

 ２　当社は関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については、記載しておりません。

 ３  売上高には消費税等は含まれておりません。

 ４ 第59期第２四半期累計期間、第59期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株

当たり四半期(当期)純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 ５ 第60期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

 

当第２四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動からの持ち直しテ

ンポが鈍く、一部では先行き改善の兆しがあるものの景気の低迷は持続しているものと思われます。

ビジネスフォーム業界におきましても、企業の経費削減による使用高の減少や競争激化による価格低下、電子化

による総需要の減少に加え、原材料の値上がり等の影響を受け、引き続き厳しい状況が続いております。

このような情勢の中で営業部門におきましては、情報処理案件を重点項目として金融、通販業界、中央官庁及び

外郭団体を中心に既存案件の死守と新規先、新部署開拓に注力してまいりました。

生産部門におきましては、品質、生産性向上による原価削減をめざし、設備の効率的活用や省力化並びにコスト

意識やスキル向上のための教育に努めました。また、原材料の値上がりを踏まえ原材料使用高の低減にも努めまし

た。

その結果、当第２四半期累計期間における業績は、売上高が1,612百万円（前年同期は1,459百万円）、経常利益

は40百万円（前年同期は25百万円の経常損失）、四半期純利益は31百万円（前年同期は46百万円の四半期純損失）

となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① ビジネスフォーム事業

企業のコスト抑制による需要の減少、価格競争激化の影響があったものの、既存取引先へより一層の深耕

活動や新規取引先の獲得もあり、売上高は前年同期と比べ57百万円増加の1,032百万円（前年同期は974百万

円）、セグメント利益は140百万円（前年同期は102百万円）となりました。

 

② 情報処理事業

金融関連の総需要量の減少並びに電子化の進行の影響は大きいものの、新規案件獲得等に幅広く活動しま

した結果、売上高は前年同期と比べ95百万円増加の580百万円（前年同期は484百万円）、セグメント利益は

39百万円（前年同期は30百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における流動資産は前事業年度末と比べ101百万円減少し、2,449百万円となりました。

これは主に「受取手形及び売掛金」が37百万円、「原材料及び貯蔵品」が13百万円それぞれ増加し、「現金及び預

金」が168百万円減少したことによるものです。

　固定資産は前事業年度末と比べ2百万円増加し、1,963百万円となりました。これは「有形固定資産」及び「無形

固定資産」の取得による増加が8百万円、「投資その他の資産」に含まれる「投資有価証券」が58百万円、「保険積

立金」が21百万円それぞれ増加し、減価償却の影響により「有形固定資産」が69百万円、「無形固定資産」は15百

万円それぞれ減少したことによるものです。

　流動負債は前事業年度末と比べ56百万円減少し、809百万円となりました。これは主に「その他」に含まれる「未

払消費税等」が18百万円増加し、「短期借入金」が40百万円と「その他」に含まれる「未払金」が37百万円それぞ

れ減少したことによるものです。

　固定負債は前事業年度末と比べ25百万円減少し、190百万円となりました。これは主に「退職給付引当金」が5百

万円増加し、「その他」に含まれる「リース債務」が25百万円、「役員退職慰労引当金」が7百万円それぞれ減少し

たことによるものです。

　純資産の部は前事業年度末と比べ16百万円減少し、3,413百万円となりました。これは「その他有価証券評価差額

金」が11百万円増加し、「利益剰余金」の減少16百万円と「自己株式」の取得11百万円によるものです。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により55百万円の収入、投資活動により97百万

円、財務活動により126百万円とそれぞれ支出した結果、前事業年度末に比べ168百万円減少し1,661百万円となりま

した。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間は、税引前四半期純利益が40百万円、非現金支出費用の減価償却費84百万円、仕入債務の

増加額9百万円が主な増加要因となり、売上債権の増加額37百万円、棚卸資産の増加額25百万円、役員退職慰労金の

支払額11百万円が減少要因となったことにより、営業活動によるキャッシュ・フローは55百万円の収入（前年同四

半期は79百万円の収入）となりました。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間は、主に有形固定資産の取得による支出41百万円、無形固定資産の取得による支出3百万

円、投資有価証券の取得による支出43百万円により、投資活動によるキャッシュ・フローは97百万円の支出（前年

同四半期は25百万円の支出）となりました。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間は、短期借入金の返済40百万円、自己株式の取得による支出11百万円、リース債務の返済

による支出24百万円、配当金の支払額47百万円などを行ったことにより、財務活動によるキャッシュ・フローは126

百万円の支出（前年同四半期は56百万円の支出）となりました。

 

EDINET提出書類

カワセコンピュータサプライ株式会社(E02459)

訂正四半期報告書

 6/20



 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

 当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は4百万円であります。

 

(6) 従業員数

当第２四半期累計期間において、従業員数に著しい増減はありません。

 

(7) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期累計期間において、生産、受注及び販売実績に著しい変動はありません。

 

(8) 主要な設備

当第２四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計画に著しい

変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,640,000

計 20,640,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,160,000 5,160,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 5,160,000 5,160,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月30日 ― 5,160,000 ― 1,226,650 ― 1,171,200
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

山田株式会社
京都市下京区新町通高辻上る岩戸山町435番
地

700 13.56

山田　芳弘 京都市右京区 400 7.75

川瀬　清 大阪府箕面市 379 7.34

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 263 5.09

川瀬　三郎 兵庫県西宮市 193 3.75

星光ビル管理株式会社 大阪市中央区伏見町４丁目４－１ 164 3.17

大星ビル管理株式会社 東京都文京区小石川４丁目２２－２ 164 3.17

山田　幸司 京都市右京区 154 2.98

株式会社ＩＳＥ 東京都中央区日本橋兜町７－１５ 129 2.50

山田　眞沙子 京都市右京区 125 2.42

計 ― 2,671 51.77
 

(注) １ 「発行済株式総数に対する所有株式数の割合」は、小数点第３位を切り捨てております。

２　当社は自己株式 428千株(発行済株式数に対する所有割合8.29％）を保有しておりますが、上記の大株主か

ら除いております。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 428,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,725,000
 

4,725 ―

単元未満株式 普通株式 7,000
 

― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 5,160,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,725 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりま

す。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式247株が含まれております。

３　当第２四半期会計期間末の当社所有自己株式は428,247株であります。
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② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
カワセコンピュータ
サプライ株式会社

大阪市中央区今橋
２―４―10
大広今橋ビル

428,000 ― 428,000 8.29

計 ― 428,000 ― 428,000 8.29
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役職の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,909,483 1,741,263

  受取手形及び売掛金 549,030 586,614

  商品及び製品 32,230 38,864

  仕掛品 8,358 14,039

  原材料及び貯蔵品 22,493 35,635

  その他 29,587 33,154

  貸倒引当金 △145 △155

  流動資産合計 2,551,038 2,449,416

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 379,199 363,921

   土地 523,057 523,057

   その他（純額） 413,412 362,107

   有形固定資産合計 1,315,670 1,249,086

  無形固定資産 64,299 53,288

  投資その他の資産
※1  581,421 ※1  661,269

  固定資産合計 1,961,391 1,963,644

 資産合計 4,512,429 4,413,060

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 181,666 191,308

  短期借入金 436,640 396,640

  未払法人税等 6,393 12,848

  賞与引当金 44,690 45,535

  その他 196,574 162,711

  流動負債合計 865,965 809,043

 固定負債   

  長期借入金 13,360 10,040

  退職給付引当金 44,242 49,929

  役員退職慰労引当金 33,979 26,747

  その他 124,963 104,057

  固定負債合計 216,546 190,774

 負債合計 1,082,511 999,818

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,226,650 1,226,650

  資本剰余金 1,172,655 1,172,655

  利益剰余金 1,104,593 1,088,105

  自己株式 △93,824 △105,104

  株主資本合計 3,410,074 3,382,306

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 19,844 30,936

  評価・換算差額等合計 19,844 30,936

 純資産合計 3,429,918 3,413,242

負債純資産合計 4,512,429 4,413,060
 

EDINET提出書類

カワセコンピュータサプライ株式会社(E02459)

訂正四半期報告書

12/20



(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 1,459,329 1,612,944

売上原価 1,049,899 1,163,546

売上総利益 409,429 449,397

販売費及び一般管理費
※1  456,663 ※1  440,097

営業損失（△） △47,233 9,300

営業外収益   

 受取利息 128 221

 受取配当金 1,318 1,580

 助成金収入 12,432 12,128

 保険差益 - 11,967

 為替差益 1,540 181

 循環取引等差益 5,850 4,720

 その他 6,309 5,318

 営業外収益合計 27,579 36,117

営業外費用   

 支払利息 5,893 4,707

 その他 294 677

 営業外費用合計 6,188 5,385

経常利益又は経常損失（△） △25,843 40,032

特別利益   

 固定資産売却益 - 61

 特別利益合計 - 61

特別損失   

 投資有価証券評価損 3,680 -

 社葬費用 11,277 -

 その他 1,277 -

 特別損失合計 16,235 -

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △42,078 40,093

法人税、住民税及び事業税 4,492 8,794

法人税等合計 4,492 8,794

四半期純損失（△） △46,571 31,299
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△42,078 40,093

 減価償却費 84,990 84,626

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 191 △149

 賞与引当金の増減額（△は減少） 4,318 844

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △703 5,686

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,994 4,325

 受取利息及び受取配当金 △1,446 △1,802

 支払利息 5,893 4,707

 保険差益 - △11,967

 有形固定資産売却損益（△は益） - △61

 投資有価証券評価損益（△は益） 3,680 -

 売上債権の増減額（△は増加） 73,078 △37,584

 たな卸資産の増減額（△は増加） △12,252 △25,456

 仕入債務の増減額（△は減少） △23,363 9,641

 その他 △1,072 199

 小計 95,229 73,104

 利息及び配当金の受取額 1,448 1,685

 利息の支払額 △5,863 △4,808

 法人税等の支払額 △11,659 △2,902

 役員退職慰労金の支払額 - △11,557

 営業活動によるキャッシュ・フロー 79,155 55,520

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △5,500 △41,281

 有形固定資産の売却による収入 - 151

 無形固定資産の取得による支出 △8,468 △3,845

 投資有価証券の取得による支出 △586 △43,069

 保険積立金の積立による支出 △16,370 △16,830

 その他 4,975 7,411

 投資活動によるキャッシュ・フロー △25,949 △97,465

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 30,000 △40,000

 長期借入金の返済による支出 △3,320 △3,320

 自己株式の取得による支出 △199 △11,280

 セールアンド割賦バック取引による支出 △11,441 -

 リース債務の返済による支出 △23,649 △24,088

 配当金の支払額 △47,565 △47,767

 財務活動によるキャッシュ・フロー △56,177 △126,456

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,540 181

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,430 △168,219

現金及び現金同等物の期首残高 1,871,690 1,829,483

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1  1,870,260 ※1  1,661,263
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期貸借対照表関係)

　　※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

投資その他の資産 11,972千円 11,812千円
 

 

(四半期損益計算書関係)

　　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

給料手当及び賞与 130,989千円 128,090千円

賞与引当金繰入額 23,769千円 21,880千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,994千円 4,325千円

賃借料 50,980千円 50,691千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金 1,950,260千円 1,741,263千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △80,000千円 △80,000千円

現金及び現金同等物 1,870,260千円 1,661,263千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 48,132 10 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日
定時株主総会

普通株式 47,787 10 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２ビシネスフォー

ム事業
情報処理事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 974,715 484,614 1,459,329 ― 1,459,329

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 974,715 484,614 1,459,329 ― 1,459,329

セグメント利益又は損失(△) 102,819 30,041 132,861 △180,095 △47,233
 

（注）１.「調整額」の区分は全社費用を記載しております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

 ２.セグメント利益は四半期財務諸表の営業損失と調整を行っています。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２ビシネスフォー

ム事業
情報処理事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,032,651 580,292 1,612,944 ― 1,612,944

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,032,651 580,292 1,612,944 ― 1,612,944

セグメント利益又は損失(△) 140,086 39,135 179,222 △169,922 9,300
 

（注）１.「調整額」の区分は全社費用を記載しております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

 ２.セグメント利益は四半期財務諸表の営業利益と調整を行っています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）

△9円68銭 6円55銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）(千円) △46,571 31,299

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）(千円)

△46,571 31,299

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,812 4,775
 

(注)　１ 前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であり、また潜在株式 が存在しないため記載しておりません。

 ２ 当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年12月16日

カワセコンピュータサプライ株式会社

　取　締　役　会　　　　御　中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　南　　方　　得　　男　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカワセコン

ピュータサプライ株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第60期事業年度の第２四半期会計期間（平

成26年７月１日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）

に係る訂正後の四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュフロー計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カワセコンピュータサプライ株式会社の平成26年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期財務諸表を訂正している。なお、当

監査法人は、訂正前の四半期財務諸表に対して平成26年11月11日に四半期レビュー報告書を提出した。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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